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「JAPAN-NEW ZEALAND GEOTHERMAL WORKSHOP」開催報告 

～地熱事業と温泉・間欠泉等との関係（持続的地熱資源開発）～ 

 

JOGMEC（本部：東京都港区、理事長：黒木啓介）、GNS Science International Limited（本部：ニュージ

ーランド・ウェリントン地方自治区）およびニュージーランド貿易経済促進庁（本部：ニュージーランド・ウェ

リントン地方自治区）は、2017 年 11 月 20 日（月）および 21 日（火）の 2 日間にわたり、ニュージーランド

（以下、NZ）のロトルア市、タウポ市にて「JAPAN-NEW ZEALAND GEOTHERMAL WORKSHOP」を開催し

ました。 

今回で 2回目となる JOGMEC と GNS Science International Limited とのワークショップでは、持続的な

地熱資源開発を念頭にして、両国における地熱事業と温泉・間欠泉、観光、環境等に関係する分野にお

いて、双方の地熱資源開発事業者、地方自治体、研究機関、およびマオリ族関係者等、合計 14 名の講

演者が成果や現状等を講演したほか、フィールドトリップを開催して、NZ の地熱発電所、地熱直接・二次

利用施設および間欠泉を訪問し、のべ 100名を超える方々に参加いただきました。 
 

本ワークショップは、JOGMEC と GNS Science International Limitedが 2015年 7月 16日に締結した地

熱分野における環境影響評価、資源調査手法の開発、探査技術の向上、貯留層維持・管理、開発地域

の地元の理解促進等を含む協力分野において、双方向的技術協力を促進することを目的とした「地熱エ

ネルギー分野での協力に係る覚書」（Memorandum of Understanding：MOU）の下、開催されました。 

 

NZ は、地熱資源に恵まれ 1950 年代から地熱発電が行われており、約 60 年の地熱発電の歴史を有し

ています。我が国においても約 50年におよぶ地熱発電の歴史があるものの、NZの発電設備容量は我が

国の約 2 倍となっています。NZ における地熱発電は先住民であるマオリ族が培ってきた温泉文化との共

生を経て成り立っており、地熱発電の一次エネルギー供給割合は 22％に達しています。また、地熱発電

後は地域に熱供給が行われ、観光や農業など地域の産業に活用されています。 

 

地元住民や温泉事業者等との共生は、我が国においても地熱資源開発を促進していく上で不可欠な

要素であり、本ワークショップでは NZ、我が国の地熱資源開発における地熱資源開発事業者、地方自治

体の持続的な地熱資源開発への取り組みに焦点をあてました。 

 

JOGMEC では、地熱資源開発事業者、地元住民、温泉事業者や地方自治体等と協力して、今後も地

熱資源開発を一層促進するべく、活動を続けて参ります。 

 

詳細につきましては、プログラムをご参照ください。 



 

 

 

日程 2017年 11月 20日（月）、21日（火） 

場所 NZ ロトルア市（フィールドトリップ（同ロトルア市、タウポ市）） 

共催 GNS Science International Limited、NZTE（NZ貿易経済促進庁）  

講演者・登壇者 地熱資源開発事業者、地方自治体、研究機関等 

参加者 のべ 100名以上 

 

1．Day 1 

ワークショップでは、GNS Science International Limited のイアン・シンプソン理事長や Geothermal 

New Zealand のマイク・アレン代表の出席の下、グレッグ・ビグナル地熱担当本部長より NZ におけるマ

オリ族等の地元住民との共生に関する基調講演がなされ、地熱資源開発事業者より地熱資源開発時

の地元住民への対応や直面した課題、地方自治体より政策や資源管理制度、研究機関よりモニタリン

グ手法や環境アセス、マオリ族関係者より地熱資源開発における取組等が講演されました。 

 

 

  

Waiariki Maori Geothermal Advisory Group 

Taparoto Ncholson 氏 

マオリ族による Welcome Speech 

GNS Science Internatinal limited 

Greg Bignall 氏 

ニュージーランドにおける地熱利用 

  

大分県 

広沢 稔氏 

大分県における地熱資源開発の現状と施策 

Bay of Plenty Regional Council 

Penny Doorman 氏 

RMA に基づく地熱資源管理 



 

 

  

別府市 

堀 英樹氏 

別府市における地熱開発状況および対応 

湯沢市 

菅 勉氏 

湯沢市における最近の地熱開発状況 

  

Tuwharetoa mai Kawerau kit e tai 

Spence Mc Clintock 氏 

Kawerau Ngawha 地域の管理 

JOGMEC 

吉松 圭太 

地熱における微小地震モニタリングの更なる可能性 

 

 

 

2．Day 2 

フィールドトリップでは、地熱資源開発事業者向けと地方自治体向けの 2 コースを設けて、ロトルア市、

タウポ市の地熱発電所（Mokai Geothermal、Ngatamariki、Te Mihi）、GNS Science International Limited

研究センター、Plenty Flora（ガーベラ栽培所）、Huka Prawn Park（エビ養殖場）、Arataki Honey（養蜂施

設）や間欠泉を訪問しました。NZ の地熱資源開発におけるマオリ族や地元住民との共生を学ぶことが

でき、地熱資源開発の歴史を知ることのみならず、我が国においても地熱資源開発の理解醸成を図る

上で参考となる事例となりました。 

 



 

 

  

Plenty Flora（地熱直接利用ガーベラ花卉園芸） Wairakei 発電所 

  

Arataki Honey（地熱直接利用養蜂場） Mokai 発電所 

  

Ngatamariki 発電所 GNS Science Wairakei リサーチセンター 

  

Te Mihi 発電所 マオリ族のシンボル 

 


